
『戦略的スマート農業技術等の開発・改良』2022年10月～2025年3月の実施内容
【SA1-202C1】急傾斜農業の超省力化に向けた小型農業ロボットシステムの開発

『スマート農業技術の開発・供給に関する事業』
2025～2027年

◎樹冠奥行が小さくなり、園地内に通路空間が設けやすくなる
×これまでの面散布では、通路面に落ちる薬剤量が増える

 樹列の真上を飛ぶことで樹冠内への均一散布、薬剤ロスの低減
精密な飛行制御を可能とするドローン開発

 樹列を検知し樹上ルートからの散布が重要

樹形改造による効果
樹冠奥行を小さくすることで黒点病の発病度が改善、特に樹冠中心部では葉面付着率が大きく改善
樹形をY字型の双幹形にすること（樹冠上部に開口部を形成）で効果UP

黒点病の防除価が対慣行樹形比
110％（樹冠上部）107％（樹冠下部）

樹形改造による収量・品質への影響
若木（温州ミカン；南柑20号）・・・慣行と同等
せん定量が多かった成木（温州ミカン；興津早生）・・・２割程度減
せとか（中晩柑）・・・慣行と同等(98.8％) 
果実品質の低下は認められなかった・糖度は慣行よりもやや低(94.4％) 

ドローンで撮影した園地の航空写真

開心自然形区 改造型双幹形区
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改造型双幹形 奥行140cm

改造型双幹形 奥行180cm

開心自然形 奥行240cm
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